ミーティング要約
簡単なまとめ
この会議は日本メディア英語学会の第2回理事会で、会員の異動、年次大会の報告、夏季セミナーの企画、理事会の日程調整、役職の留任・退任について議論された。会議では南部先生の退会について議論され、石浜先生の支払いが困難であることが報告された。第15回年次大会の報告では、福本先生から稲賀先生への会計報告が完了し、愛知大学からの助成金が受け取られたことが共有された。第16回年次大会は2026年10月11日に大阪電気通信大学で開催予定で、基調講演の候補として免毛受敏浩（めんじゅとしひろ）、関西国際大学客員教授が提案された。夏季セミナーの企画では9月6日に岐阜市図書館で開催することが決定し、現場報告型のワークショップ形式が提案された。理事会の日程については5月末〜6月初旬に第三回目、8月8日に第四回目（会場視察含む）が計画された。会長の山内氏は、今後4月末までに理事の退任の意向を連絡するよう要請した。
次のステップ
· 宮原先生: 夏季セミナーの詳細（日程・場所・内容・講師）を詰め、5-6月の理事会までに進捗・案を準備する
· 宮原先生: 夏季セミナー案・資料ファイルを吉原に送付し、吉原がフォルダ保存のうえ井田先生に保存を依頼する
· 宮原先生: 夏季セミナーについて7月上旬を目安にメーリングリスト等で案内・公募を開始する
· 南津先生: 第16回年次大会会場（大阪電気通信大学）の見学を実施し、会場利用計画を詰める
· 南津先生: 年次大会運営委員会の開催準備および学生スタッフの募集を進める
· 山内先生: 基調講演候補（免需としひろ先生等）の連絡・調整を進める
· 吉原先生: 次回理事会（5月下旬～6月上旬、23日～31日の間）日程をキーパーソン（宮原先生, 南津先生等）と調整する
· 吉原先生: 議事録の担当者ローテーションを管理し、次回は東日本地区の担当者に依頼する
· 畠山先生: 石浜先生・マユウ先生の会費督促対応・状況を引き続きフォローする
· 吉原先生: 南部先生の退会対応について今後も連絡・誘導を検討する
· 南津先生: 8月8日の現地視察・理事会の詳細調整および発表選考・査読作業のスケジュールを計画する
· 吉原先生: 5-6月の理事会で夏季セミナー詳細・年次大会準備・発表選考等について議論する予定を設定する
要約
第二回理事会会議
会議は3月19日の第二回理事会として開催され、出席者確認が行われた。山内会長は声のみで参加し、重要事項があることを述べた。議事録の承認について、前回の議事録は武藤先生が作成中で三回目の理事会時に承認する予定であることが報告された。会議の進行について、東、西、中部の順番で議事録を担当することが確認され、次回は東が担当することが決まった。会員の異動に関する事項については、畠山先生が説明した。
会費支払い状況報告会議
会議では、畠山先生が会費の支払い状況について報告し、南部先生、石浜先生、そしてマユウ先生の3名の会費について議論された。マユウ先生の支払いが確認され、石浜先生は3月の理事会までに支払いが困難であると回答した。南部先生は学会活動に十分な貢献ができない状況を説明し、活動を再開する希望を表明した。会議は第15回年次大会の申し送り事項についての議論で終了した。
理事会会議報告会議
宮原先生は会議の最終報告を行い、理事会の会議に会員36名が参加したことを報告した。2月１３日に、稲永先生に福本先生から会計報告が提出され、愛知淑徳大学からの助成金を受け取ったことが報告され、支払いは稲永先生が完了したと述べた。会議の最後に、宮原先生より畠山先生への感謝の言葉が述べられた。吉原先生は、pdfファイルを保存すると述べた。
第16回年次大会開催発表
第16回年次大会が2026年10月11日に大阪電気通信大学の寝屋川キャンパスJ号館で開催されることが発表された。南津先生は会場の詳細と、当日中学生・高校生向けの試験会場への貸し出しについて説明し、会場の使用方法については会場視察後に再度検討することを提案した。山内会長は基調講演の候補として、免毛受敏浩（めんじゅとしひろ）、関西国際大学客員教授を推薦し、移民問題の専門家としての経験を紹介した。
2026年イベント企画検討会議
宮原先生は2026年に開催予定のイベントについて議論し、日曜日を提案したが夏季のため平日も検討すると述べた。会場については昨年のように公共施設を借りたいと考えており、岐阜市図書館を候補として挙げた。イベントの内容として、報道記事の作成方法を学ぶ体験型ワークショップを企画し、昨年の講師の復帰と新たな講師候補の検討を含めている。
9月夏季セミナー日程決定
会議参加者は9月6日の日曜日に夏季セミナーを実施することで合意した。宮原先生iは8月の高校生の夏休み期間に行われる学校説明会を避ける必要があると説明し、昨年の経験を踏まえて9月上旬が適切であると同意した。詳細な時間設定や会員への公募については、次回の理事会で検討することとなった。
理事会日程と会議計画
会議では、次回の理事会の日程について議論され、8月8日に現地での視察を兼ねた理事会を開催することが確認された。第三回目の理事会は5月末から6月初旬に開催することが提案され、夏季セミナーの詳細や年次大会について話し合う予定である。会長の山口は理事幹事の留任と退任についての報告を行う予定である。
石上文正の退任計画決定
石上文正先生が論文編集委員長を退任する意向を表明された。山内会長は、現在の理事・監事に、4月末までに退任希望を連絡するよう依頼した。南津先生は、次期候補者を探すには早い連絡が必要であることを指摘し、5月・6月の理事会までに決定が必要であることを確認した。吉原先生は4月末を期限として退任希望者への連絡を決定した。
151号ニュースレターと理事会計画
三田先生は151号ニュースレターの4月末発行予定について報告し、吉原先生に原稿の提出を求めた。
会議では8月8日に開催予定の第四回理事会と会場視察について議論され、会場の選定とブース展示の詳細について話し合った。次回の理事会の日程については5月末または6月初旬に第三回目、8月8日に第四回目として開催することが決定された。
理事会推薦申請計画会議
会議では、5月と6月の理事会に向けて学会賞推薦、名誉会員推薦、役員候補者推薦の申請を7月に実施し、8月までに推薦を集めることが決定された。吉原先生は玉川大学の英語教員指導の学部生が学会に参加できるかを確認し、学生会員の勧誘は制限されていないことが確認された。会議では学生や非会員も学会活動や年次大会に無料で参加できることが議論された。
経理報告では2025年度の会計状況が報告された。
法人本店移転費用検討会議
会議では、法人としての本店移転に関する費用と手続きについて議論された。三田先生は、現在の丹下司法書士事務所と新しい司法書士（40代）の比較見積もりを提供し、管轄区域の違いが料金に大きく影響することを説明した。山内会長は、次の会長が変わる場合に備えて、現在の岡山県本店を中部地区に移転する際の費用を考慮する必要があると述べた。参加者たちは、定款に関する質問があれば新しい司法書士に無料で相談できるかどうかを確認し、適切なタイミングで最適な手続きを選ぶことで合意した。

